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　本学では、2026年度より大学院博士課程（後期）に、
Doctor of Nursing Practice（DNP）コースを設置します。
DNPは、科学的知識と看護実践を統合し、研究で得られた
知見を実際の看護実践に活かす（エビデンスを実装する）
能力とリーダーシップを発揮して、医療・看護の質改善と
組織や地域の変革を担う高度実践看護師のための最高学位
です。米国では2004年にアメリカ看護大学協議会（AACN）
がDNPを看護実践の最高学位と位置づけ、これまでに7万
人以上の看護師が取得しています。日本においても、2017
年の聖路加国際大学を皮切りに、複数の大学で導入が進み、
実装研究や質改善活動を行うDNPの育成が始まっていま

す。医療環境の複雑化や患
者の多様化、研究成果や科
学的根拠（エビデンス）の
未活用、ケアの質や安全に
関する社会的要請の高まり
を背景に、エビデンスを実
践に活かし変革を推進でき
る看護師の養成が求められ
ています。

　本学のDNPコースでは、
看護の専門職として高い知
識と技術、そして確かな倫
理観を備えた高度実践者を
育成します。看護の対象と
なる人々の生活の質や安全、
健康の向上に貢献できる力
を養うとともに、リーダー
シップやチームで協働する
力を培います。また、組織や地域社会の課題を改善・発展
させるためのプロジェクト研究を通して、問題解決力や論
理的に説明する力、発信力を高めます。
　DNP修了後は、医療機関や行政などにおいて、看護実
践者や管理者、政策立案者等のリーダーとして活躍が期待
されます。DNPコースの学びを通して、変化を生み出す
“Change Agent（変革者）”として、医療・看護の新たな
未来をともに創造していきます。本学は、これからも地域
に根差した看護の発展と人材育成を通じて、持続可能な社
会づくりに貢献してまいります。

本学のDNPにご関心のある方は大学ホームページもご覧ください。
https://www.oita-nhs.ac.jp/site/gradschool/8070.html

■学 　　位：博士（看護学） 

■募集定員：２名 

■出願資格：�看護師、助産師、保健師資格を得た後、看護職として、５年以上の実務経験がある者で、出願時点に
おいて保健医療機関等で勤務しており、入学後も継続して勤務する意思のある者。 
以下の １、２ のいずれかに該当する者 
１ 診療看護師(NP)、専門看護師(CNS)としていずれかの資格を有する者 
２ 博士課程（後期）研究者コース出願資格に該当する者（修士課程修了者等）

■履修期間：３年(長期履修制度あり)

■カリキュラムの特色：
・理論看護学、研究方法論（量的・質的）
・DNP特論Ⅰ：DNPの役割、組織変革とリーダーシップ
・DNP特論Ⅱ：医療の質評価と改善、政策
・DNP特論Ⅲ：DNPプロジェクト研究
・DNP特別演習、DNP特別研究：DNPプロジェクト研究（課題特定・計画・実装・評価）を実践
これらを通して、現場の課題を科学的に分析・改善できる高度実践能力を養います。

DNPコース概要

2026年度開設
大学院博士課程（後期） DNPコース
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医療の現場では、ますます国際化が進んでいます。外国
にルーツをもつ患者さんやそのご家族と接する場面が増
え、海外の人々と医療や福祉の現場で協働する機会も増加
する中で、看護職には「世界に通じる看護の力」が求めら
れています。また、今後懸念される感染症パンデミックや
温暖化による健康影響等、国際的な健康課題について取り
組む際は、グローバルな視点が欠かせません。こうした社

会の変化に応えるため、
本学では2026年度から 

「国際看護学修プログラム」
を開始します。

本学は、公立大学とし
て地域に根差した教育を
行うと共に、全国に先駆
けて「国際看護学研究室」
を設置し、世界の視点か
ら看護を考える教育を積
み重ねてきました。本プ
ログラムはその成果を発

展させ、「世界に通じる看
護力」を育むことを目的と
しています。

プログラムでは、国際看
護の講義で基礎を学び、演
習でテーマディスカッショ
ンや海外の学生との交流で
知識を応用する力を身につ
けます。さらには４年次の
海外研修を通して、多様な
文化や価値観を理解し、看
護に活かす力を養います。４年次生の海外研修では、オー
ストラリア／カナダに滞在し、英語でのグローバル・コミュ
ニケーション力を身につけることもねらいのひとつです。
異文化圏での生活や日本と異なる保健医療福祉の場を経験
することは、自文化への理解を深め、日本の看護を新たな
視点から見つめ直す機会にもなります。

看護を通して世界を見ることは、専門職としての視野を
広げ、自分自身の成長にもつながります。本プログラムは、
将来地域医療や教育、研究や国際協力などのさまざまな
フィールドで活躍したい学生にとって、新たな可能性を拓
く第一歩となるでしょう。国際看護や国際交流に関心と意
欲がある皆さんをお待ちしています。

蔚山大学との国際交流

研修予定先のカナダ

研修予定先のオーストラリア

2026年度開始
国際看護学修プログラム

対象：国際看護や国際交流に関心と意欲のある学生（希望制）
構成：�１・３年次（必修）：「国際看護学」— 国際的な保健医療の現状や異文化理解を学ぶ

２年次（選択）：「国際看護学演習」— 事例検討や海外学生との交流による実践的理解
４年次（夏季）：「海外研修（事前・事後学習を含む）」— カナダまたはオーストラリアでの研修を予定。一定
期間現地に滞在し、グローバル・コミュニケーション力を向上させると共に、看護の現場を視察・体験する

特徴：�通常カリキュラムに加えて実施。修了者には大学より修了証を授与
費用：原則自己負担（大学から一部補助が受けられる場合があります）

プログラム概要
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「未来応援基金」ご寄附のお願い

卒業生の
就職・進路動向と支援

令和６年度の卒業生の進路状況は、右表
のとおりです。学生は、一人ひとりが描く
看護職像の実現をめざして、就職や進学な
ど、それぞれの道へと進みました。主な進
路は、医療機関の看護師や教育機関の養護
教諭としての就職、保健師や助産師課程へ
の進学など、多岐にわたっています。

本学では、学生が卒業後にめざす多様な
就職先や進学先を選択できるよう、「就職・
進路支援委員会」を中心に支援を行ってい
ます。また、４年次生に対しては、卒業研
究を担当する研究室の教員が個別の進路相
談にも対応しています。

さらに、１年次の学生から自身の看護職像やキャリアデザインについて考える機会として大学ナビ講座を開催しました。講座では、
大分県医療政策課看護班から県内における看護職の現状と確保対策について、また、県内の中小規模病院の看護部長から医療機関の
特徴や看護の魅力についてお話をいただきました。２年次生には、自己分析を通して自らの進路を考え始める機会を設け、３年次生
には、就職試験の早期化に対応するため、夏季休暇前に就職活動スタートアップ講座を開催しました。

今年度は、就職に関するイベントの開催時期を昨年度より２か月ほど早め、県内外の就職試験の早期化に対応した支援体制を強化
しています。

大 学 の 今
68.2%58名県内

出身地別
31.8%27名県外

83.5%71名就職
進路希望別

16.5%14名進学

令和６年度 学部卒業生進路状況

１、卒業生の状況（85名）

98.6%70名決定
就職

1.4%1名未定

100.0%14名決定
進学

0.0%0名未定

２、進路決定状況

58.6%41名大分県内

41.4%29名大分県外

100.0%70名計

３、就職先内訳

(1)地域別

40.0%28名独立行政法人等

11.4%8名都道府県

8.6%6名市町村

40.0%28名民間

0.0%0名その他

100.0%58名計

(2)就職先

大分大学医学部附属病院(19)、大分県立病院(7)、大分岡病院(2)、

大分県、大分医療センター、大分赤十字病院、大分中村病院、

井野辺病院、大分丘の上病院、別府医療センター、西別府病院、

厚生連鶴見病院、別府発達医療センター、佐伯市立彦陽中学校、

日田市南部中学校、その他

大分県内

福岡赤十字病院(3)、浜の町病院(2)、北九州市立医療センター(2)、

谷津保健病院、国立成育医療研究センター、

国立がん研究センター中央病院、日本赤十字社医療センター、

東京医療センター、東京医科大学病院、

順天堂大学医学部附属順天堂医院、東邦大学医療センター大森病院、

横浜市立みなと赤十字病院、横浜市立大学附属病院、

上尾中央総合病院、浜松医科大学附属病院、関西医科大学附属病院、

兵庫医科大学病院、九州中央病院、小倉記念病院、新古賀病院、

湘南美容外科クリニック、熊本赤十字病院、熊本大学病院、

長崎医療センター、平戸市立大島中学校

大分県外

４、進学先内訳

大分県立看護科学大学大学院 ９名（広域看護学コース２名、助産学コース７名）、

長崎大学大学院医歯薬学総合研究科保健学専攻 １名、リプロダクティブヘルス分野助産師養成コース １名、

札幌医科大学保健医療学研究科看護学専攻 １名、大阪公立大学看護学研究科看護学専攻 １名、

聖マリア学院大学助産学専攻科 １名、熊本保健科学大学公衆衛生看護学専攻科 １名

Information［お知らせ］

　「未来応援基金」は、大分県立看護科学大学創立20周年を契機に、学生
の学業の継続や地域との連携、国際化・グローバル化への対応等、学生・
大学院生の活動を支援するために設置された基金です。
　確かな看護の力で地域の保健医療を牽引し、より良い社会を創造する
看護職を育成するために、皆さまの温かいご支援を心からお願い申し上
げます。

使　途
皆さまからいただいたご寄附は、学生・大学院生の支援のため、下記事
業に活用させていただきます。
（１）学業の継続（奨学金の給付、授業料等の減免等）
（２）�地域連携（地域貢献活動への支援、地域の保健医療機関での研修支

援、自治体・地域・企業と連携した研究教育等）
（３）�国際化・グローバル化への対応（短期留学、国内外での活動、研修派

遣等）
（４）その他、基金の目的達成に必要な学生・大学院生の活動支援

寄附金額
金額は特に定めておりませんが、１口1,000円として何口でも可能です。
基金の趣旨にご賛同くださる方ならどなたでもご寄附いただけます。

ご寄附の方法
大学ホームページ（https://www.oita-nhs.ac.jp）掲載のフォームから
お申し込みいただくか、本学事務局まで電話にてご連絡をお願いします。

お問い合わせ先

大分県立看護科学大学未来応援基金事務局　
（大学事務局総務グループ内）
TEL：097-586-4300（代表）　FAX：097-586-4370
E-mail：somu@oita-nhs.ac.jp

新任教員のご紹介
NP研究室　講師　西田　裕子
　10月よりNP研究室に着任いたしま
した。本学のNPコースを修了し病院
勤務を経てこれまで学部基礎教育に携
わっていました。学生の皆さんと共に
学びを深めていければと思います。ど
うぞよろしくお願いいたします。

退任 監事・経営審議会委員紹介

新任 監事・経営審議会委員紹介

職 名 氏　名

監 事
福田　安孝
（公認会計士）
R7.8.31 退任

経営審議会委員
大戸　朋子

（公益社団法人 大分県看護協会 前 会長）
R7.6.30 退任

職 名 氏　名

監 事
村松　政幸

（公認会計士・税理士）
R7.9.1 就任

経営審議会委員
玉井　保子

（公益社団法人 大分県看護協会 会長）
R7.7.1 就任
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［トピックス］

■野津原多世代交流事業
　スカットボール大会に参加
　７月５日、野津原支所で開催されたス
カットボール大会に、本学の学生と教員
が参加しました。学生たちは、参加者の
皆様と一緒にプレーしたり、得点係とし
て運営のお手伝いをしたりしました。高
得点が出るたびに歓声があがり、楽しく
交流を深めることができました。

■国試スタートアップチャレンジを実施
　7月7日に4年次生を対象として、国
家試験対策『国試スタートアップチャレ
ンジ』を実施しました。国家試験問題集
を用いた勉強方法や、模試結果票の見
方、模試のやり直し方法などをレク
チャーした結果、「改めて頑張ろうとい
うモチベーションが持てた」「夏休みが
勝負なので頑張りたい」という前向きな
意見を沢山貰えました。「全員合格！」
を目指し、国家試験勉強も並行して頑
張ってほしいと思います。

■オープンキャンパス 開催
　７月12日にオープンキャンパスを開
催しました。全体説明、模擬講義、教員
による体験企画、在校生のツアーガイ
ド、教員や学生による相談コーナーなど
を実施いたしました。たくさんの高校生
や保護者の方などにご参加いただきまし
た。ありがとうございました。

■多文化共生イベントに参加
　豊後大野市で開催された多文化共生イ
ベント「カンパレおおの」に、学生と教
員が参加しました。豊後大野市で就労し
ている外国人の皆さんと地域の方が参加
されており、本学は、ご参加の皆さんの
血圧測定をしたり、熱中症予防について
お話ししました。流しそうめん、鮎の塩
焼きをいただき、花火をして様々な国の
皆さんと楽しいひとときを過ごすことが
できました！

■�プライマリNP演習に医療MaaSが
来訪

　杵築市立山香病院での「医療MaaS」
の取り組みや、取り組みの中での診療看
護師（NP）に期待する役割について講
義を受けた後、医療MaaSを見学しまし
た。医療MaaSは、九州には現在5台し
かなく、その1台を見学することができ
ました。ご講義いただき、医療MaaSの
見学にご協力いただいた杵築市立山香病
院の皆様、ありがとうございました。

■実習指導者・看護教員交流会を開催
　７月17日に実習指導者・看護教員交
流会を開催しました。臨地実習の指導者
と看護教員が参加し、「臨地実習指導者
と看護教員との互いの連携－科目の学び
から臨地実習へのつながりを考える－」
をテーマに意見交換を行いました。今後
の学生実習での指導に活かしていきたい
です。

■�第52回富士見が丘団地夏まつりに
参加

　７月19日に、第52回富士見が丘団
地夏まつりがふじみん公園で開催され、
学生と教員が参加しました。今年は「子
ども達の広場」で、学生が提案した射的、
ペットボトルフリップチャレンジ等を行
い、ヨーヨー釣りやバルーンアートの手
伝いもしました。暑い中、雨の中でも子
供達は元気いっぱいで、こちらが元気を
もらいました。

■�ウルサン大学(韓国)との学生交流 
プログラムを実施

　７月14日～18日にMOU締結校のウ
ルサン大学（韓国）の学生さんが来学さ
れ、本学学生との交流や施設見学を行い
ました。施設見学では医療制度や看護体
制について熱心に質問をして学びを深め
ていました。
　また、8月18日～22日に本学学生８
名が、MOU締結校である韓国のウルサ
ン大学を訪問しました。ウルサン市の保
健所や保健センター、ウルサン大学病院
などを視察し、韓国の保健医療制度につ
いて学びました。

■大学院生の研究報告会を開催
　８月27日、28日に、研究報告会を開
催しました。それぞれ自分の研究等を1
枚のポスターにまとめ、今後の研究に必
要な視点や分析方法について、教員や一
緒に学ぶ院生から質問や助言を得て、研
究に活かす場となっています。
　発表に向けて頑張った院生の皆様お疲
れ様でした。
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　総合看護学実習では、４年間の学びの集大成として、
これまで培ってきた知識・技術・看護展開を発揮するこ
とができました。実習要項を自ら作成し、自分の行い
たい看護を実践できたことは大きな経験となりました。
　私は、回復期病棟で麻痺のある患者さんを受け持ち、
日々のリハビリを支える中で回復過程に関わるやりが
いを実感しました。また、夜勤実習を通して看護師の
動きやマネジメントを学び、師長・部長からは看護管
理について学び、理解を深めることができました。
　これからは、看護師として現場で多くの患者さんに
関わる中で、学生時代に学んだこ
とを活かし、自身の看護の質を高
め、患者さんのQOL向上につな
がる看護を目指していきたいです。

看護学実習を終えて

４年次生　倉原　加歩

大分県立看護科学大学の
「今」を発信中♪

フォローお願いします！

■消防応援隊が街頭啓発活動に参加
　９月９日に大分駅周辺で開催された

「救急の日」および「救急医療週間」に
伴う街頭活動啓発活動に、本学消防応援
隊の学生７名（４年次生３名、１年次生
４名）が参加しました。

■公開講座を開催
　「災害時に家族に寄り添う看護師の支援
活動」をテーマに、災害発生時の医療活
動、DMATやDMORTとしての災害現場
での活動についてご講演いただきました。
　災害現場でのトリアージで、黒タグを
つける悔しさや無念さ、遺体安置所での
ご家族の悲しみや怒りに寄り添った看護
活動について、情熱とユーモアも交えな
がらご講演いただきました。災害や事件
などが起きないことを祈りつつ、これか
らDMORTの活動が社会で広く認知さ
れることを願っております。

■�地域マネジメント実習の成果報告会
を開催

　大学院広域看護学コース１年次生の
「地域マネジメント実習」成果報告会を

開催し、実習先市町村の指導保健師、保
健所保健師をはじめ、広域看護学コース
２年次生、学部生など計41名に参加し
ていただきました。報告会では、各実習
地での学びや成果について、大学院生が
発表し、参加者と活発な意見交換が行わ
れました。ご多忙の中、ご指導くださっ
た指導者の皆様、そして温かく学生を受
け入れてくださった地域の皆様に、心よ
り感謝申し上げます。

■臓器移植普及啓発キャンペーン
　グリーンライトアップを実施
　公益社団法人日本臓器移植ネットワー
クが主導する、臓器移植普及啓発キャン
ペーンの一環として、10月16日～17
日に本学構内にてグリーンライトアップ
を実施しました。このライトアップは、
臓器提供について考えるきっかけを多く
の人に提供し、移植医療への理解を深め
ることを目的としています。私たちの身
近な場所で、いのちの大切さや尊さを再
認識する機会となれば幸いです。

■第51回富士見が丘団地体育祭に参加
　10月19日に第51回富士見が丘団地
体育祭が横瀬小学校のグラウンドで開催
され、学生と教員が参加しました。学生
は、大会の運営を手伝い、パン食い競争、
綱引き、徒競走等の競技にも参加させて
頂きました。

■看護国際フォーラムを開催
　10月25日に第27回看護国際フォー
ラムを開催しました。今年度のテーマ
は「求められる変革をどう実現するか 
ーエビデンスを現場に実装するDNPへ
の期待ー」でした。講師の先生方より、
DNP取得看護師が現場にもたらす変化
や、その根底にある看護観等についてお
話ししていただき、看護の力をあらため
て実感するフォーラムとなりました。

Facebook Instagram LINE

大学公式
SNSアカウント
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犯罪被害者を支える支援者の人材育成
研 究 紹 介

修了生インタビュー
　島根県公立邑智病院の日高美晴と申します。2017年に大
学院での履修を終え、現在、看護部長（兼）診療看護師と
して日々忙しく過ごしています。もともと邑智病院で看護
師をしていましたが、医師不足に対応するために診療看護
師（NP）の資格を取得して現在に至っています。
　実践を中心に活動していましたが、昨年度、看護部長に
就任して管理業務にも携わるようになりました。当院は98
床の小さな病院です。当院では初の試みでしたが、診療看
護師（NP）の資格を活かすために部長業務をしながら現場
にも出ています。患者さん、スタッフと関わり、実践を通
じて管理的な視点で気づいたことを皆と共有しています。

　10月には第11回日本NP学会学術集会が出雲市で開催さ
れ、副大会長として運営に携わりました。学会運営の大変
さを知るとともに貴重な体験をさせてもらいました。第1
回は私が大学院生のときに大学で開催され、少しだけお手
伝いをさせていただきました。今や参加人数が1,000人規
模の大きな学会となりました。大学の先生方をはじめたく
さんの方のご尽力に改めて感謝をしています。
　いつの間にか月日が過ぎ今年で還暦を迎えますが、もう
少しプレイングマネージャーとしてがんばってみようと
思っています。

　日本における犯罪被害者への支援は1980年代から経済的支
援、実務的・心理的支援と拡大しながら2004年には犯罪被害
者等基本法が制定され国の総合的な政策となりました。ただ法
律ができても、国民の理解、都道府県の被害者条例、支援方
法の開発、支援者の人材育成などを進めていくことが必要です。

　私は1998年から被害者支援、
特に全国の民間被害者支援団体
の人材育成に関わっています。
その中で人材育成には、「スキル
アップ」（全国共通の人材育成カ
リキュラムとテキスト）、「キャリ
アアップ」（支援団体の支援員から相談員、全国組織のコー
ディネーター）が必要であると考え、諸外国の研修システム
や各県支援団体の調査、総務省（当時）による研修カリキュ
ラム案作成・DVD教材作成、全国被害者支援ネットワーク
による人材育成カリキュラム、テキスト、キャリアアップシ
ステムなどの構築と実際の運用に携わってきました。
　これらのシステムを構築後、各県の団体ごとの「理念」、「人
材の水準」、「感情」といった現実的な状況にあわせて調整し
普及させる過程を通して全国に普及させてきました。そして
時代の変化や新しい課題に対応して「状況にあわせた修正を
続けること」が実務的な専門家としての役割を続けていきた
いと考えています。

島根県公立邑智病院 看護部長 診療看護師　日高　美晴

人間関係学研究室 教授
関根　剛
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看科大［27号］クイズ･プレゼント
〇の中に入る文字を答えてくだ
さい。2026年度から「〇〇〇〇
学修プログラム」が開始

下 記 のとおりハガ キでご 応 募いただくか、 
クイズの答えなど１～５までを記載して、メール

（koho@oita-nhs.ac.jp）でご応募ください。
正解者の中から抽選で３名様に図書カード
（2,000円分）をプレゼントします。
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4．氏名（年齢）
5．記事へのご感想や
　  本学へのご意見

【締め切り】令和８年１月31日 当日消印有効
当選者の発表は、発送をもってかえさせていただきます。

問 題

　後援会は、大学事業の援助、学生の福利厚生の増進など
を目的とし、学生活動の助成事業などを行っています。

令和７年度トピックス
★サークル活動費を支援しました★

　テニスサークル、心電図サークルなど各サークル活動
に要する経費を支援しました。

★国際交流活動事業補助金を支出しました★

　蔚山大学（韓国）から派遣された学生が文化交流を行
う際に着用する浴衣２着を購入しました。

教務学生グループからのお知らせ
　「物価高に対する食の支援事業」として、日本学生
支援機構の助成金を活用し、全学生に学食チケットや
QUOカードを支給しました。物価高騰が学生の食生活
にも影響を与えています。学生が少しでも安心して修学
できるよう食費の支援を行ったものです。この機会にぜ
ひ学食をご利用ください！（チケット使用期限は12月
末までです）

★お問い合わせ★

大分県立看護科学大学後援会事務局
（大学事務局教務学生グループ内）
TEL:097-586-4300（代表）　FAX：097-586-4370
E-mail:info@oita-nhs.ac.jp

大分県立看護科学大学
後援会からのお知らせ 看護

ひとくち
メモ
睡眠と健康
　睡眠は健康増進・維持に不可欠な休養活動です。
　睡眠時間が短いと、肥満、高血圧、糖尿病、心疾患、脳
血管疾患、認知症、うつ病などの発症リスクを高めること
が報告されています。

 適正な睡眠時間の目安について
　成人においては、1日の睡眠時間が6時間以上確保できる
ように努めることが推奨されています。ただし、適正な睡
眠時間には個人差があります。6時間以上を目安として必要
な睡眠時間を確保しましょう。

 休日の「寝だめ」について
　休日の寝だめでは、平日の日中の眠気は完全には解消で
きません。休日に長時間の睡眠が必要な場合は、平日の睡
眠時間が不足しているサインです。平日に十分な睡眠時間
が確保できるよう、睡眠習慣を見直す必要があります。

 睡眠休養感について
　睡眠には1日の活動で蓄積した疲労やストレスから回復
させる重要な役割があります。睡眠休養感（睡眠で休養が
とれている感覚）を向上させることが重要です。

　健康増進には十分な睡眠時間の確保
と休養感を得られることが大切です。
　適切な長さで休養感のある睡眠が
得られるよう、生活習慣、睡眠環境
などを見直し、可能な範囲で改善し
ていきましょう。

Schedule［スケジュール］

※スケジュールは、変更になる場合があります。

1月 17日㈯・18日㈰ 大学入学共通テスト
19日㈪～30日㈮ 基礎看護学実習（１年次生）

2月 12日㈭ 助産師国家試験
13日㈮ 保健師国家試験
15日㈰ 看護師国家試験
25日㈬ 一般選抜試験（前期）、

私費外国人留学生選抜試験
26日㈭ 進級試験（２年次生）

3月 1日㈰ 春期休業開始（４月７日まで）
2日㈪ 大学院研究計画報告会

（研究・広域・リカレント）
4日㈬ 大学院修士・博士修了判定

大学院研究成果報告会
12日㈭ 一般選抜試験（後期）
18日㈬ 卒業式・修了式


